
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

お
知
ら
せ
！ 

○ 

十
月
の
公
園
整
備
は
十
一
日
（
日
）
で
す
。

花
壇
整
備
、
除
草
、
清
掃
、
潅
水
な
ど
の

作
業
を
を
行
い
ま
す
。 

○ 

十
月
の
回
収
、
ビ
ン
・
缶
は
二
十
七
日

（
火
）、
古
紙
は
二
十
五
日
（
日
）
で
す
。 

自
治
会
の
回
収
活
動
に
ご
協
力
下
さ
い
。 

○ 

高
松
神
明
原
公
園
愛
護
会
は
現
在
十
九
名

の
会
員
に
よ
り
公
園
の
美
化
活
動
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。
自
治
会
員
に
限
ら
ず
ど

な
た
で
も
入
会
が
出
来
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ

ご
参
加
下
さ
い
。 

連
絡
先
・
二
三
七-

五
一
八
一 

山
本
ま
で 

元気にラジオ体操！ 

九
月
六
日
（
日
）
超
大
型
台
風
十
号
の
接

近
で
天
気
が
心
配
さ
れ
ま
し
た
が
、
こ
の
朝

は
い
つ
も
の
よ
う
に
強
い
日
差
し
が
あ
り

会
員
十
三
名
の
参
加
に
よ
り
整
備
を
行
い

ま
し
た
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
も
未
だ
収

束
の
兆
し
が
見
ら
れ
な
い
中
、
マ
ス
ク
を
着

用
し
な
が
ら
、
緑
花
木
の
選
定
、
雑
草
取
り 

強
風
で
飛
び
散
っ
た
多
く
の
枯
葉
の
収
集

大
雨
で
土
石
が
溜
ま
っ
た
溜
枡
の
清
掃
な

ど
を
行
い
ま
し
た
。
相
変
わ
ら
ず
高
温
の
下

で
の
作
業
で
し
た
が
、
木
陰
で
は
涼
し
い
風

が
吹
き
、
作
業
後
は
冷
た
い
お
茶
を
飲
み
な

が
ら
楽
し
い
会
話
が
行
き
交
い
ま
し
た
。 

豆
知
識
！ 

  

回 覧 

今
日
の
公
園
！ 

  

定
期
整
備
！ 

『
欅
（
ケ
ヤ
キ
）』 

槻
と
も
書
き
ま
す
。
高
槻
市
に
は
背
の

高
い
ケ
ヤ
キ
が
あ
っ
た
の
か
。
大
槻
さ
ん

の
屋
敷
に
は
大
き
な
ケ
ヤ
キ
が
あ
っ
た
こ

と
に
因
む
の
で
し
ょ
う
。
断
っ
て
お
き
ま

す
が
、
私
の
頭
に
浮
か
ぶ
ま
ま
を
言
っ
て

い
る
に
す
ぎ
な
い
の
で
他
言
無
用
で
す
。

ケ
ヤ
キ
は
一
本
の
木
に
雄
花
、
雌
花
が
咲

き
、
大
木
に
似
合
わ
ず
わ
ず
か
数
ミ
リ
と

い
う
小
さ
な
実
が
な
る
雌
雄
同
株―

し
ゆ

う
ど
う
し
ゅ
ー
の
植
物
。（
こ
れ
は
ど
こ
で

話
し
て
も
大
丈
夫
で
す
）。
樹
形
は
締
ま
り

の
な
い
ほ
う
き
が
逆
立
ち
し
た
よ
う
で
、

背
の
高
い
こ
と
か
ら
遠
目
に
も
そ
れ
と
わ

か
り
ま
す
。
下
枝
が
な
く
、
夏
に
は
日
陰

を
作
っ
て
く
れ
ま
す
。
台
風
な
ど
強
風
の

後
に
は
、
結
構
大
き
な
枝
が
落
ち
て
い
る

の
が
目
に
つ
き
ま
す
。
仙
台
の
欅
並
木
は

知
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
静
岡
に
も
水
落
交

番
か
ら
国
一
に
至
る
並
木
が
あ
り
ま
す
。 

強い日差しの下で黙々と！ 
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僕にもお手伝いさせて！ 

剪定で見通しがよくなり！ 

早夕の水やりが功を奏して！ 


